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 はじめに

１．プロジェクトの概要

２．研究課題の概要

３．社会実装に向けた対応

４．政策提言について



Agendaはじめに
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宗教：イスラム教徒 87％ （但し、中東と異なり政教分離）
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１．プロジェクトの概要



プロジェクトの概要



プロジェクト目標



プロジェクト期間の活動



4つの研究課題 データ化の取り組み



構築したDSSシステム
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２．研究課題の概要



１．魚類養殖業





養殖業の情報化 育成履歴のデータ化



２．海藻類養殖業





MICT-Q 育成履歴のデータ化



３．漁船漁業





漁場の可視化と評価



４．赤潮





拡散のシミュレーション 数値流体解析
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２．社会実装に向けた対応



社会実装への展開（概要）



社会実装への取り組み事例（海藻養殖のモデル化）

“AS-IS” から “課題抽出”へ TO-BE
分析

ICT化目的（適地適作 or 養殖環境（海洋/気象））

・地域
・環境
・事業規模
・雇用創出
・海藻種
・生産方式
・種苗
・商品開発

モデル化

分析要素



EL-MARC（教育・訓練システム）

ハッチャリー（種苗）
生産技術の重要性



社会実装のポイント
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４．政策提言について



 適地適作

 地域雇用創出

 中小事業者
経営支援

 資源保護
＆環境保護

 教育制度確立

 魚種開発
＆ブランド化

 商品開発

 流通構造改革
（バリューチェーン）

政策提言アイテム

SDG’ｓ に基づく“社会実装”に向けた課題

６．政策提言に向けて



普及拡大に向けた「モデル化」

応用展開に向けた「基盤構築」

自律化に向けた「体制整備」

次ステップに向けた「提言」



Terima kasih！


